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レンズ鏡筒

Key technology-2　月面衝突閃光検出
FPGA基板 
FPGA開発プログラム 
1. カメラ設定・画像取込みプログラム
露光時間，ゲイン等のカメラ設定やFPGA， 
メモリへの画像取込みに関するプログラム 
→開発済み

2. OBC-FPGA間通信I/Fプログラム
OBC-FPGA間の通信を確立するためのOBC側ドライバー等の開発 
→開発中(1/E完成目標)

3. 月面衝突閃光検出・画像処理プログラム(下図参照)
軌道上において月面衝突閃光の検出，画像処理を行うプログラム 
→未開発(12/E完成目標)

FPGAプログラム開発用基板

① 1/60sおきに取り込まれる全画像で④までの検出アルゴリズムを実行 
② 連続する2枚の取込画像での差分画像(画像2ー画像1)を作成 
→差分を取ることで発光(閃光orノイズ)部分のみを抽出 

③ 取込画像1から閾値画像を作成 
→閾値を設けることである閾値以下の弱いノイズによる発光を④で排除 

④ 差分画像と閾値画像を比較 
→「差分>閾値」の場合，その発光は閃光or強力なノイズと判断でき⑤へ 

⑤ カメラ1差分画像と同時刻でのカメラ2差分画像を比較 
→同位置での発光の場合，月面衝突閃光と判断し，取込画像2の切取画像 
　を保存・ダウンリンクする(データ量削減)
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月面衝突閃光検出・画像処理アルゴリズム
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DEtection camera for Lunar impact PHenomena
IN 6U Spacecraft

Scientific Motivation

Key technology-1　レンズ・鏡筒・センサー

NASAが2005 Nov - 2014 Janに地上望遠鏡で検出
した約300個の月面衝突閃光 Suggs et al. (2014)

NEO(PHO) 2014RC 
~0.1LD, D~12m, Sq-type

Limiting 
Magnitude

Total 
num

Rate 
/hour

Observable  
Days

3.0 1,050 0.54
81/195

4.0 2,961 1.52
Assuming effective FOV on the night side surface = 30%

Suggs et al. (2014)から求まる月面衝突体のサイズ
分布関数。散在流星(SPO)のサイズ分布を採用し，月
面衝突閃光の観測可能数の見積りを行った。
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月面衝突閃光 1/60 sec
小惑星観測 
フライバイ

低速シャッタ: 1～1023 frames
高速シャッタ: 1/60～1/4,000s

ミッションフェーズでの観測条件

TCOs = mini-Moons 
(Temporarily Captured Orbiters)

WATEC T065センサ

2006RH120 (D~4m)
捕獲期間; 2006/9-2007/6

常に存在するTCOの数
 D = 1.0m  ; ２個
 D = 50cm ; １ダース
 D = 1cm   ;  1,000個

f50mm F1.4
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